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   Although prostate-specific antigen (PSA) is a valuable marker of prostate cancer, some untreated 
patients with advanced prostate cancer have normal PSA values. Over a period of 5 years, we 
reviewed pretreatment serum PSA levels in 131 patients with advanced prostate cancer (stages C and 
D). Ten patients (7.6%) had normal PSA values. The histological type of prostate cancer associated 
with normal PSA values was variable and the prognosis was not so poor. Immunostaining for PSA 
was performed on the resected prostate tissue of the 10 patients. PSA staining was positive in 5 cases, 
negative in 3 cases, and equivocal in the remaining 2 cases. In conclusion, PSA is not always useful, 
especially for following patients with normal PSA values. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 44: 303-306, 1998) 







ることが時 としてある.今 回PSAが正常値を示 した
進行性前立腺癌の臨床像およびその前立腺癌組織での
PSA免疫組織化学染色を検討 したので記載する.
対 象 と 方 法
紀南綜合病院,和 歌山県立医科大学,国 立南和歌
山病院お よび線崎泌尿器科医院の4施設において,
1991--1995年の 間 に経験 した前 立腺癌 症例 の う
ち,治 療前に血 清PSA値 を測定 しえた新鮮前立腺癌
症例 は154例であった.そ の うち臨床病期C,Dと 診
断 された131例を対象 とした.こ の131症例 の経過観察
は,1--91カ月平均35カ月であった.な お,131症例
の治療 として,内 分泌療法が76例に施行 され,内 分泌
化学療 法が51例に施行 された.内 分泌療法 を施 した76
例中で7例 に前立腺全摘 出術が施行 され,2例 に放射
線療法が施行 された.
他方内分泌化学療 法が施行 された51例中で4例 に前
立腺全摘除術 が施行 され,2例 に放射線療法 が施行 さ
れた.
血清PSAの 測 定方 法 は,Markit-MによるEIA










131例の新鮮前立腺癌症例 の病期 は,病 期Cが36例
およびDが95例であ った.対 象症例の病期お よび組織
型 さらに栗山の換算式1)によ り標準化 した血清PSA
の最小値,中 央値,最 大値,平 均値および標準偏差 を
Tablelに示 した.こ の対象患者であ る131症例 にお
いて,そ れぞれのPSA測 定方法における正常値以下
を示 した症例 は,病 期C5例 と病 期D5例 の計10例
(7.6%)であった.こ の10症例 の詳細 をTablc2に
示 した.こ の組織 型 は,高 分 化型1例,中 分化 型5






















標 準 偏 差433.81,276
ng/ml
前の血清PSA値が正常値 を示 した10症例では,治療












あった.癌 死は,4例に認め,症 例10を除いた残 り3








































































































































































































再燃症 状 をきた した3症例 は,再 燃時に も血清
PSA値の上昇を認められず,PSAが新鮮時 より正常
値 を示す症例の経過観察には,血 清PSA値 はマー
306 泌尿紀要44巻5号1998年












3)影 山 幸 雄,木 原 和 徳,鎌 田 成 芳,ほ か:未 治 療 前
立 腺 癌 に お け る 治 療 前PSA値 と 骨 転 移 と の 関 係.
泌 尿 紀 要42:197-199,1996
4)荒 井 陽 一:前 立 腺 癌 腫 瘍 マ ー カ ー-PSAを 中 心
に 一.日 泌 尿 会 誌85:1575-1592,1994
5)平 尾 佳 彦,大 園 誠 一 郎,影 林 頼 明,ほ か:限 局 性
前 立 腺 癌 の 診 断 に お け るPSAの 役 割.泌 尿 紀 要
42:795-804,1996
6)酒 井 直 樹,小 川 毅 彦,石 橋 克 夫,ほ か:前 立 腺 肥
大 症,偶 発 前 立 腺 癌 に お け る 前 立 腺 腫 瘍 マ ー カ ー







8)上 原 和 隆,蓮 井 良 浩,西 昇 平,ほ か:前 立 腺 癌
再 燃 時 の 腫 瘍 マ ー カ ー の 変 動 と 予 後.西 日 泌 尿
55:5-9,1993
9)CohenRJ,HaffejeeZ,SteeleGS,etaL二Advanced
prostatecancerwithnormalserumprostate-specific
antigenvalues.ArchPathoiLabMed118:n23-
ll26,1994
(ReceivedonOctober30,1997AcceptedonApril8,1998)
